
留学生日記

国際協力の現場で抱いた疑
問
　私は看護師として病棟で働いた後、
20 代の頃の夢のひとつであった世界一
周をスタートし、１年間かけて 28 カ国
巡りました。途中スマホをすられたりも
しましたが、たくさんの文化や人の優し
さに触れ刺激的な日々を送りました。帰
国後臨床に戻りましたが、今度は海外で
看護師として働き私が恩返しをしたいと
いう思いがあり、青年海外協力隊に応募
しパラグアイへ派遣されました。現地の
農村地域で主に非感染性疾患の予防に対
する健康教育からソフト面の支援を学び
ました。ホンジュラスでは草の根委嘱員
として保健ポストの改築や建設、医療機
材供与などの案件を担当し、ハード面の
支援から無償資金協力のプロセスを経験

しました。
　これらの現場を経験する中で、どのよ
うな支援が効果的なのか疑問を持つよう
になりました。例えば、パラグアイでは
座りがちな生活スタイル、野菜あまり摂
取しないという習慣が根付いており、そ
の文化を尊重しつついかに生活習慣病を
予防できるか、という点で困難を感じま
した。またホンジュラスではボロボロの
保健施設が綺麗に整ったとしても、その
施設の医療者の質は変わらず、一方で医
療者への技術協力を行ったとしても、必
要な医療機材やサービスへのアクセスが
整っていないと機能しないこともありま
す。さらに国連や様々な国の開発援助機
関がある中で、お互いにより協働できる
道があるのではないかという疑問もあり
ました。私自身知識不足を痛感していた
ので、保健分野の国際開発の領域につい

て包括的に学びを深めたいと思い、公衆
衛生学と国際開発学の両方の視点を学ぶ
ことできるシェフィールド大学院に留学
することを決めました。

　授業は秋学期と春学期に分かれており、
夏にプレースメントの現場で修士論文の
データをとり書き上げるという流れでし
た。公衆衛生学ではグローバル公衆衛生、
感染性疾患・疫学・ヘルスプロモーショ
ン、国際開発などを専攻しました。試験
課題としてエッセイを書く科目がいくつ
かありましたが、最初は慣れないアカデ
ミックライティングの書き方に苦戦しま
した。特に興味深かった科目は国際開発
の思考と実践で、貧困が起こる事象につ
いて様々な理論があることを知りました。
例えば従属理論という世界経済の発展が

イギリスでの公衆衛生・国際開発学とネパ
ールでのフィールドワークから学んだこと
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大学院での授業・生活

写真１：SheffWHO委員会メンバーとWHO模擬会議に参加した学生たちとともに
写真２：ネパールの極西部に位置するリサーチサイ
トでインタビューのためコミュニティを歩く
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なぜ二極化するのか、など初めて学ぶ領
域ばかりで新鮮でした。しかしそもそも
理論を批判的に議論したことがなかった
ので何をどう発言すれば良いのかわから
ず、クラスメイトや教授に後で質問した
りしていました。
　 授 業 以 外 で は SheffWHO と い う
WHO の模擬会議を年に１度実施する委
員会があり、せっかく留学したのだから
と思い切って応募した結果、運営側とし
て委員会に所属することになりました。
紛争や戦争が各地で起こっている中での
保健システムを強化するというテーマを
委員会メンバーで話し合い、「Health 
System Resilience in Armed Conflict」 
というテーマで決定しました。週 1 の
委員会のミーティングではなかなか発言
できずに落ち込むことは多かったですが、
模擬会議当日はマンチェスターやロンド
ンの他大学からも学生が参加し活発な議
論が行われ、最終的にとても有意義なも
のになったと思いました。
　シェフィールドはイギリス国内でも緑
が特に多い地域として知られています。
バスで 20 分ほど乗れば Peak District
という壮大な国立公園があり、試験期間
が終わった後はクラスメイトたちとハイ
キングに行って緑に癒されていました。
寮生活はエストニア・中国・アメリカ・
イギリス出身の学生たち６名とキッチン
・バスルーム共有という環境で過ごしま
した。キッチンはよく散らかっていまし
たが、シャワーは私以外みんな朝派だっ
たので、夜混み合うこともなくストレス

は少なかったです。キッチンで課題をた
まにみてもらったりしてかなり助けても
らいました。寮のすぐそばに 24 時間開
いている大学の図書館があり、試験期間
は早朝から深夜までこもって必死に課題
をこなしていました。

ネパールのフィールドでの
学び
　不思議とネパールにご縁があったイギ
リス留学でした。１回目の渡航は 3 月
に国際開発学のフィールドクラスで１週
間滞在し、2015 年の大地震で被害が深
刻だったエリアでインタビューを行いま
した。私のテーマは震災後のメンタルヘ
ルスケアサービスにおける障壁について
で、サービス自体はあまり活用されてい
ないのが現状でした。そこにはネパール
の仏教とヒンドゥー教の信仰心が住民同
士の関わりを密にしていることで、精神
的に支えられていることに関連している
のではないかというフィールドを観察す
ることでわかる発見があり、宗教とはと
ても興味深いものだと改めて感じました。
　２回目の渡航は 6 月で修士論文のデ
ータ収集でした。大学の連携している世
界各地のプレースメントリストより研究
場所を選択するのですが、保健分野のプ
ロジェクトを実施していたのが Green 
Tara Nepal というネパールのローカル
NGO でした。彼らの母子保健プロジェ
クトエリアであるネパールの極西部にあ
るバジュラ郡にて、遠隔地での産後ケア
サービスの障壁について質的研究を実施

しました。首都からリサーチエリアまで
陸路で 4 日間かけて移動し、暑さや運
転の荒さから過酷な移動でした。しかし
到着した時、標高約 2000m に位置する
その地域の景色に感動しました。サービ
ス需要側である母親と、提供側である医
療従事者や女性健康ボランティアなどに
半構造化インタビューを実施し、産後ケ
アサービスにかかる障壁は何か探った結
果、地理的・社会文化的要因が、サービ
ス供給側と需要側の双方で浮き彫りにな
りました。特に興味深かったのは、チャ
ウパディというヒンドゥー教の不可触と
いう概念から、産後２週間ほど母子を隔
離するという習慣がリサーチエリアで根
強く残っており、無数のハエが群がる不
衛生な暗い個室で隔離されている様子を
実際に目にした時は衝撃的でした。N 
GO スタッフや現地の住民の人々に癒さ
れ、体力的にはきつかったですが貴重な
経 験 を 積 む こ と が で き ま し た。　

おわりに
　公衆衛生学と国際開発学を組み合わ
せ、かつフィールドクラスがあるユニ
ークなコースで学べたことで、グロー
バルな視点を広げることができたと思
います。今回の学びによって、これま
で国際協力のフィールドで感じた疑問
や困難を包括的に考察することができ、
今後さらなる課題解決に活かしていき
たいと思います。

写真３：赤レンガが特徴のキャンパス 写真４：大学からバスで20分で行くことができるPeak District National Park
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